
　本市は、令和5年3月の時点で、456橋（橋長2m以上）の橋梁を管理しており、
これらの橋梁については５年に１回の法定点検を実施しています。
　令和元年度には、橋梁長寿命化修繕計画を策定し、点検結果に基づき、健全度が著
しく低い橋梁(健全度Ⅲ)について、計画的な修繕を実施してきました。
　本市では、健全度が著しく低い橋梁(健全度Ⅲ)の修繕が令和５年度に完了すること
や、これまでの修繕結果を踏まえて、全ての管理橋梁について長寿命化修繕計画を策
定しました。
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　本市が管理する橋梁については、
1950年代から1970年代のいわゆる
高度経済成長期に集中して整備されて
おり、供用期間が50年近く経過した
橋梁は292橋存在し、全体の約60％
近くを占める等、全体的に高齢化が進
んできています。
　これらの高齢化を迎える橋梁につい
て、従来の対処療法的な維持補修から
予防的な維持補修への方針転換を図る
とともに、経費の縮減、安全性の確保
を図ることを目的としています。
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中規模橋梁 15≦L＜30 12　本市の管理橋梁456橋すべてを対象
とし、橋長や構造、緊急輸送路下の橋
梁等の特徴を踏まえた計画とします。
　本市が管理する橋梁における橋長の
特徴として、15ｍ以下の小規模橋梁
が全体の約96％を占めており、100
ｍを超える橋梁は、野洲川に架橋され
ている服部大橋と天満大橋の２橋のみ
です。
　橋梁構造としては、RC、PCおよび
ボックスカルバートからなるコンク
リート構造が全体の約96％を占めて
おり、鋼構造物は全体の約２％程度で
す。
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小規模橋梁 2≦L＜15

大規模橋梁 30≦L＜100 5

背景

対象施設

目的

1970年代 (150橋)
32.9％

1960年代 (117橋)
25.7%

1980年代 (81橋)
17.8%

1990年代 (64橋)
14.0%

1950年代 (25橋)
5.5%

2000年代 (11橋)
2.4%

2010年代 (5橋)
1.1%

2020年代 (2橋)
0.4%

不明 (1橋)
0.2%

架設年次別割合

1970年代 (150橋)

1960年代 (117橋)

1980年代 (81橋)

1990年代 (64橋)

1950年代 (25橋)

2000年代 (11橋)

2010年代 (5橋)

2020年代 (2橋)

不明 (1橋)

RC床版橋 (254橋)
55.7%

BOX・函渠工 (132橋)
28.9%

PC桁橋 (49橋)
10.7%

その他(石板) (10橋)
2.2%

鋼桁橋 (9橋)
2.0% 複合構造橋 (2橋)

0.4％

橋梁構造別割合

RC床版橋 (254橋)

BOX・函渠工 (132橋)

PC桁橋 (49橋)

その他(石板) (10橋)

鋼桁橋 (9橋)

複合構造橋 (2橋)



337　橋

　　0　橋

　　5　橋

114　橋

　これまでの橋梁点検結果にて、健全度
が著しく低下している(健全度Ⅲ)の橋梁に
ついては、修繕工事や更新を実施してお
り、令和3年度末時点において、健全度Ⅲ
の橋梁は5橋を残すのみで、この5橋につ
いても令和５年度までに修繕工事を実施
していく予定です。
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施設の状態等

橋梁規模別代表例

小規模橋梁の代表例

中大規模橋梁の代表例 長大橋梁の代表例

服部大橋天満大橋ほたる新橋

中島橋

薬師橋

古高川田線１号 二町播磨田幹線１号橋 吉身海添線１号橋
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　日常の道路パトロールにより、異常や損傷の早期発見に努めます。

　各々の橋梁の修繕計画期間(寿命)を70年から100年と見据えて、橋梁の構造形式
と架設年次などの諸元条件やこれまでの点検結果での健全度を総合的に判断し、優先
順位を決めて、計画的な修繕や更新を実施していきます。

　5年に1回の頻度で専門業者により定期点検を実施します。

　本市が長寿命化修繕計画を策定する456橋について、今後50年間の事業費を比較
すると、従来の対症療法型が144億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防
保全型は15億円となり、129億円のコスト縮減となります。

図　橋梁長寿命化修繕計画の効果

対策費用

床版：鉄筋の露出・腐食

管理方針

橋台・側壁：ひびわれ
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守山市　都市経済部　道路河川課
　　　　〒524-8585　守山市吉身二丁目5番22号　　　TEL：077-582-1157

・交通量や利用形態等を総合的に判断し、橋梁の集約化や撤去の検討を進めて
いきます。

・施設の点検・計画・修繕を計画
的に実施することで、適切な維持
管理に努めていきます。
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立命館大学　理工学部　環境都市工学科　野阪　克義　教授

にご指導・ご助言を頂きました。

・新技術を積極的に取り入れ、効率的な点検や修繕を進めていきます。

意見聴取した学識経験者

今後の方針

橋梁点検ロボットカメラの活用 支承防食に新技術の活用

防食工：ワックステープ貼付け

橋面と桁下の現状


